
№ 意見の要旨 市の考え

1

保育園が取り壊しになるのであれば、無くなる前に思い出の
建物を見学する機会が欲しい。寄付を募って金額に応じて見
学ツアーに参加できたり、保育園写真入りのポストカードが
もらえたりする特典を用意すれば卒業生からの寄付が期待で
きる。

御意見として受け止めさせていただきます。

2

今後児童数の減少が見込まれているため新設園の３～５歳児
の定員については１学年25人を計画されているが、出生数の
変動や転入、また“私立ではなく新設園を選びたい”という
保護者の増加を考慮すると、年度によっては定員を超過する
可能性がある。その場合、弾力運用やクラス増設といった対
応は可能なのか、それとも待機児童の発生や私立園への振り
替えとなるのか、具体的な方針を示していただきたい。

私立園ではなく新設園を選択する保護者が増えることで、新
設園の定員が超過する可能性もありますが、クラス増設のた
め保育室を多めに整備したり、保育士を増員したりすること
は難しいと想定されます。
そのため、希望園に入園できない可能性がありますが、他園
を利用しながら希望園の空きを待つという現行の運用になる
ものと考えております。

3

新設保育園の延床面積を西浦南保育園を基準に1,200㎡と想
定としているが、50年以上前に設計された西浦南保育園の
990㎡が基準で問題ないか。現場の保育士へのヒアリングを
したうえで、現代の保育動線・必要機能を踏まえたゼロベー
スでの延べ床面積が算出されるべきではないか。

新設保育園の延床面積1,200㎡はあくまで目安としておりま
すが、保育室や遊戯室など、保育園の認可に必要な部屋の面
積基準を満たしているものと考えております。施設設計の段
階で保育士の意見も踏まえて、延床面積を確定していく予定
です。

4

園庭や遊戯室など、保護者が集まるときも考慮したレイアウ
トとしてほしい。イベント時の駐車場は多少離れていてもか
まわないと思うが、十分な場所の確保を検討していただきた
い。

施設設計の中で検討してまいります。

西浦南保育園・小鈴谷保育園の統合の方針(案)に対する
意見等聴取フォームによる御意見と市の考え

◼ 募集期間：令和８年５月15日（金）～５月31日（日）
◼ 提出方法：オンライン（LoGoフォーム）
◼ 提出者数：７名
◼ 意見総数：12件

意見等聴取の実施概要・結果



№ 意見の要旨 市の考え

5

地域住民意見交換会を平日夕方に開催されているが、共働き
世帯が多い昨今では参加が難しい家庭も多い。土日開催、オ
ンライン参加などより多く方が参加できる方法の検討をお願
いしたい。

地域住民意見交換会や方針決定に関する説明会の開催につい
ては、現時点で予定はございませんが、開催する際の参考と
させていただきます。

6
駐車場をなるべく多くできるようにするとあった。その件が
しっかり出来るのなら、現在まとまっている意見で賛成。

施設設計の参考とさせていただきます。

7 保育園はいくつあってもいい。
両園とも園舎が老朽化しており、また、児童数も減少してい
るため、両園の保育体制を維持・継続することは難しく、統
合は避けられない状況となっています。

8 現小鈴谷保育園の場所に新設を希望する。
公平性の観点から、両園の間に移転・新設することが望まし
いと考えます。

9
新設予定地に通うには遠く、園の敷地として使える部分は少
し小さく感じる。国道に接しているところも気になった。

通園先が遠方となること保護者もいることを考慮して、開所
時間を7：30～18：00から7：30～19：00(延長時間含む)に変
更することを検討します。
新設予定地の敷地については、保育園を新設する広さとして
は問題ないと想定していますが、駐車場や園庭などをなるべ
く確保できるよう施設設計の中で検討してまいります。
国道に接していることに関しては、建物配置や壁の設置など、
施設設計の中で安全対策を講じてまいります。

10
今年度中に西浦南と小鈴谷の修繕工事の予定があれば知りた
い。

大がかりな修繕工事の予定はありませんが、各園の修繕要望
を聴き取り、随時対応してまいります。

11
新設する場合の詳しいスケジュールを知りたい。直近で保育
園を新設したときのスケジュールがあれば提供もしくは公開
先を教えていただきたい。

直近で公立保育園を新設した実績はありません。

12
移設先でも小鈴谷保育園や西浦南保育園のように自然豊かな
園庭になることを期待している。

施設設計の参考とさせていただきます。


